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鞠 智 城 と 古 代 山 城
鞠智城は7世紀後半、今から約1 300年前に

芙莉朝莚によって築城された舌稀h識iです。
こう く り く だ ら し ら ぎ

この当時、朝鮮半島では高句麗、百済、新羅

黒
の三国の争いに、中国の唐が加わり、緊張状
態が続いていました。

660年、唐と新羅の連合軍によって、日本
と友好関係にあった百済が滅ぼされます。日

。本は、百済の復興を支援するために援軍を送 bり込みますが､663年に'酢稚で大敗し、百
済の救援に失敗しました。その結果、今度は

”

唐・新羅連合軍による日本侵攻の脅威にさら 〃 り

ぷされることになります。そこで、大和朝廷は
西日本の各地に城を築いて防衛体制を強化し 7世紀の日本と朝鮮半島
ます。こうして古代に築城された山城を「古代山城」といいます。『月采善紀｣には､百済の亡命貴
族が築城を指導したことが記載されています。古代山城を発掘調査すると、当時の朝鮮半島の土木技
術が使用されたことが確認されています。九州では唐.新羅に備える最前線基地として盤笛城が築城
され､矢睾府を防衛するために)識議､墓澤厳が築かれます｡それらの背後に位置する鞠智城は､防
衛施設であったと同時に、
食糧や武器などを前線へ
供給するための兵姑基地
であったと考えられてい
ます。

しかし、結果として唐
と新羅による日本侵攻は
ありませんでした。鞠智
城はその後、役所的な役
割を持つ施設などに変化
し、10世紀半ばまで存続
しました。

■現在の鞠智城跡
建物の復元等、歴史公園としての整備が進められており、1 300年前の
姿を垣間見ることが出来ます。
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古代山城の分布
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文 献 に 見 る 鞠 智 城
しょくに ぼん ぎ

鞠智城が初めて文献に登場するのは「続日本紀」で、698年、大
宰府に鞠智城を修繕させたという記事です。
その後、『妥稔舅農」には､858年､菊池城院の兵庫(武器庫）

の鼓が勝手に鳴ったということが書かれています。この記事から、
「鞠智」という字が「菊池」に変わっています。また、菊池城院の

不動倉（米倉）11棟が火災にあったと書かれています。長者原や長
者山で大量の炭化米等が発見されたことは、火災が起こったことを
裏付けています。

さんだいじつろく

そして、『三代実録」に、879年、再び菊池郡城院の兵庫の戸が
勝手に鳴ると書かれます。こうした不吉な記事が書かれた後に、鞠
智城は文献に登場しなくなります。

鞠智城は熊本県北部の菊池川中流域（河口から約40km )の山鹿市と菊池市にまたがって所在します
菊池川流域には、チブサン古墳や弁慶ケ穴古墳など著名な装飾古墳が数多く存在し、全国総数660基
（平成24年5月現在）のうち117基もの装飾古墳が集中しています。鞠智城は、菊池川の北岸に位置
する標高140mの菜備台地上に位置するため､菊鹿盆地を一望でき、遠くは雲仙島原の山 も々眺める
ことができます。
山鹿、菊池の両市にまたがる広大な菊鹿盆地は、古代から県内有数の穀倉地帯として知られていま

す。また、菊鹿盆地には、官道が通っていたことが想定されています。今日でも多くの幹線道路が縦
横に通る交通の要所となっています。穀倉地帯であること、交通の要所であることは、鞠智城がこの
地につくられた大きな要因と考えられます。
鞠智城は、大宰府から直線距離で約63kmも

離れています。そのため直接的な大宰府防衛
の城ではなく、兵姑基地であったと考えられ
ています。また、古代山城で最も南に位置し、
南方を広く眺望できるという点から、南方の
は や と

隼人への対策という役割があったことも想定
されています。
なお、鞠智城の周囲には8，9世紀の古代

寺院跡や役所の跡と考えられる遺跡が確認さ
れています。これらの遺跡と鞠智城がどのよ
うな関係にあったのかを調べることも今後の
重要な課題です。
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■ 鞠智城から見た南方の眺め
鞠智城内の灰塚からは、3 6 0度の眺望を楽しめま
す。特に南方に目を向けると、菊鹿盆地を一望す
ることができ、遠くは長崎県の雲仙普賢岳（矢印）
まで見通すことが出来ます。

古代官道 (推定 )と鞠智城周辺の古代遺跡

Kikuchi Castle 鞠箸城

智 城 の 位 置
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鞠 智 城 跡 の 遺 構
鞠智城跡からは、国内の古代山城

では唯一の発見例である八角形建物
どう

跡をはじめとする72棟の建物跡、銅
ぞう ぼ さつりゆうぞう

造菩薩立像や木簡をはじめとする様
々な重要遺物が出土した貯水池跡、
3カ所の城門跡、土塁跡などの遺構
が検出されました。

ほったてばしら そ せ き

建物跡には、掘立柱建物、礎石建
物があり、これらの建物は倉庫や兵
舎などであったと考えられています。

また、貯水池跡では、木材を蓄え
るための貯木場や、水汲み場などが
みつかっています。

城門跡からは、門の礎石や石積み
などが発見されました。

は ん ち く

土塁には「版築」という当時の朝
鮮半島の先進技術が使用されている
ことから、鞠智城の築城にも百済の
亡命貴族が関わっていたことが考え
られます。

■八角形建物跡（32号建物跡）
中心に直径90 cn]の心柱を据え、そめ
配置された柱が三重に巡っています。

鞠 智 城 跡 全 体 図

■貯水池跡貯木場
貯木場からは、建物の建設に使う木材や、斧の柄
や鋤などの木製農_L具が出土しました。

■池ノ尾門跡（水門）
鞠智城跡で唯一、石積みと水|Ⅱ1が見つかりました。
'l '5 9 . 6mの石塁を谷部を塞ぐようにして構築し、
防御施設としていました。

その周囲に八角形に

■版築士塁
土を何度も突き固めることで強固な壁をつくる「版築」
という大陸伝来の土木技術を使ってつくられた土塁です

’04 鞠若城 Kikuchi Castle
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鞠 智 城 跡
鞠智城跡からは、日常生活に使われた土器、建物

ふ か わ ら

の屋根に葺かれていた瓦、建物の建設時等に使われ
た木材や木製農工具等の生活に関わるような遺物の

に ふ だ も つ か ん

ほか、米を納めたことが示された荷札木簡、そして
鞠智城の築城に百済の亡命貴族が関わったことを示
す百済系の銅藍雛鵯穆など､極めて貴重な遺物が
出土しています。

この中でも、人の生活と密接に関わる遺物である
土器を分析すると、7世紀末～8世紀初頭のものが
圧倒的に多いことがわかりました。このことから、
7世紀末～8世紀初頭という時期が鞠智城に最も多
くの人が駐留し、活発な活動が行われていた時期だ
と考えられます。

■銅造菩薩立像 さんめんほうかんすいはってん ね
やや丸みを帯びた顔立ち、三面宝冠、垂髪、天衣など
がよく表現されています。へその前で舎利容器と考え
られる持物を捧げ持ち、やや腹部を突き出した姿態は、
横からみると優雅なs字III1線を描いています。
その大きさ(12. 7 cm)から、念持仏と考えられ、百済
の高官が築城の指導などで訪れた鞠智城に持ち込んだ
ものと思われます。

1 0世紀第 3四半期

1 0世紀第 2四半期

1 0世紀第 1四半期

9世紀第4四半期

9世紀第3四半期

9世紀第2四半期

9世紀第1四半期

8世紀第4四半期

8世紀第 2 ､ 3 四半期

7世紀4～8世紀1

7世紀第31ﾉLI半期

7世紀第2四半期 ¥の築城23←鞠智
0

0                100              200

鞠智城跡出土土器の時期別数量比較（数字は個体数）

■ 1 号 木 簡 （米力）

睾書で「秦人忍口五斗」
と書かれている荷札木
簡です。上部には左右
から切り込みが入れら
れています。この切り
込み形状は、大宰府管
内の木簡に見られます。

■須恵器（左）と土師器（右）
須恵器はロクロで成形し、窯を使用して高温で焼かれた硬質の土器です。土師器
は素焼きで低温で焼かれた土器です。須恵器は固く焼きしまり水漏れしないこと
から、水や酒などの貯蔵具として優れていました。一方、土師器は熱に強いため
鍋､＃歳食ど煮炊きに使われるものが多く見られます。

■軒丸瓦
鞠智城跡からは、平瓦、丸瓦、
軒丸瓦が出土しています。そ
の中でも軒丸瓦には､に箪鞘f
鑿遥遥fと呼ばれる文様が施
されています。この文様は、
朝鮮半島の瓦の様式を受け継
いでいるものと考えられてい
ます。

■木製品（鍬と木槌）
木製品は貯水池跡から出土して
います。建築材とともに保管さ
れていました。鍬、鋤、斧の柄
などが保管されていましたが、
これらは粗加工までが終わった
ものでした。本来は、建築材を
使う|際に最終|(l9な加工を施し、
工具として使用する予定であっ
たものと考えられます。

lKikuchi Castle鞠智城05
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鞠 智 城 の 変 遷
鞠智城跡の発掘調査成果から、鞠智城が7世紀後半から10世紀中頃までの約300年間存続し、時

代に合わせて城の機能が変化してきたことが明らかになりました。それにより、鞠智城の存続期間
を大きく5つの時期に分けることができました。
ここでは、鞠智城がどのように変化していったのかについて、各時期ごとに解説します。

鞠智城I期（7世紀第3四半期～7世紀第4四半期）
鞠智城の創建期です。

白村江の敗戦により、唐
と新羅の侵攻に備え、築
城されます。掘立柱建物
の倉庫や兵舎が建てられ、
3箇所の城門、土塁線、
貯水池など、城としての
最低限の機能が緊急的に
整備されました。また、
百済系の銅造菩薩立像の
存在から、築城にあたっ
ては百済の高官が関与し
たと考えられます。

’06 鞠智城 KikuChi Castle

簔 夕

蕊 一 ＝ 一
■復元建物（左：兵舎、右：板倉）
どちらも鞠智城I期の建物です。兵舎は3 ifH  (7. 8m)×10 M (26. 5m)の長屋風の
建物で、約50人の兵士が寝泊まりしていたと考えられます。板倉は倉庫であったと
考えられています。

■南側土塁線
だと考えられます。 自然の尾根を削り、

そこに版築という'|ﾘ｜
鮮半島の土木技術で
士を朧って、士塁が
構築されています。

■木組遺構
貯水池跡につくら
れた木材を組んで
囲 い 、 1 箇 所 に 石
段を設置した水汲
み場です。

鞠智城Ⅱ期（7世紀末～8世紀第1四半期前半）
鞠智城の隆盛期です。鞠智城I期の建物に加え、城を管理

する建物や八角形建物など、城内の施設が最も充実した時期
し ょ く に ほ ん ぎ

です。『続日本紀」に記載のある、鞠智城の修繕記事の時期
にあたります（698年）。

出土遺物を見ると、土器などの日用品はこの時期のものが
最も多く出土しています。そのため、城の管理・運営に多く
の人員が配置された時期であったと考えられます。

■大型掘立柱建物跡
（63号建物跡）
3間（5 .85m)×7
間(16. 8m)の建物
跡。役所のような
施設で、城を管理
する建物であった
と考えられます。

■復元建物（八角形鼓楼）
鞠智城Ⅱ期の建物跡である八角形建物跡
（南側）を、様々な検討を基に復元した姿
です。鞠智城のシンボルとなっています。
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鞠智城Ⅲ期（8世紀第1四半期後半～8世紀第3四半期）
鞠智城の転換期にあたります。それまでの掘立柱建物が礎

石建物に建て替えられていきます。鞠智城Ⅱ期にできた城を
管理する建物や八角形建物は存続しています。

しかし、この時期の土器などの日用品はほとんど見あたり
ません。このことから、施設を存続していくための必要最低
限の人員のみを配置するなど、城の管理・運営になんらかの
変化が生じた時期と考えられます。

鞠智城Ⅳ期（8世紀第4四半期～9世紀第3四半期）
鞠智城の変革期です。城の機能が大きく変容します。

城を管理する施設がなくなり、貯水池中心部では貯木
場などが埋没し、その機能が低下します。また、礎石
建物は大型化し、米などを納める倉が多く建ち並んで
いたようです。

もんとくじつろく

なお、『文徳実録』によると、天安2（858）年に
鞠智城の米倉11棟が焼失したとの記載があり、それを
思わせる炭化米や焼けた痕跡のある礎石も発見されて

■炭化米
鞠智城Ⅳ期の米倉と考えられる礎石建物の周囲からは、
炭化米が多量に出土します。これは米倉が焼失したと
いう文献の記事を裏付けるものと考えられます。

周 |井 |に溝を持つ礎石建物です。大事なものを保管していた
のかもしれません。建物の入口部分は術が途切れています。

■大型礎石建物跡（49号建物跡）
鞠智城Ⅲ期に出現する礎石建物です。3間
(7. 2m)×9M (21.6m)の建物で、長倉と
呼ばれる倉庫であったと考えられます。

■上：2 0号建物跡、下：2 0号建物跡を復元した米倉
鞠智城Ⅳ期の建物で、3 M (7. 2m)×4M (9.6
m)の礎石建物です。この時期には、同規格の建
物が規則正しく配置されています。

■12号建物跡
5 "  ( 1 1 . 5 m ) × 6 W ( 1 3 . 2 m ) の礎石建物の周
りを掘立柱で囲んだ、礎石・掘立併用の建物です

鞠智城V期（9世紀第4四半期～10世紀第3四半期）
鞠智城の終末期です。建物数が減少し、機能は低下しますが、858年に焼失した米倉を再建するな

ど、食糧の備蓄施設としての機能は存続しています。しかし、10世紀の第3四半期頃には、鞠智城は
完全に城としての役割を終えます。
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■59号建物跡
周|井|に溝を持つ礎石建物です。

鍵
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●「阿蘇くまもと空港」から車で、約 4 0分
●「九州新幹線新玉名駅」から車で、約 6 0分
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●山鹿市街からは【山鹿市あいのりタクシー/0968-46-6340】
●菊池市街からは【きくち観光あいのりタクシー/0968-26-5022】

が運行しています。いずれも予約制ですので、電話でお問い合
わせください。
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■開園時間：公園は年中無休、入場無料です。
■温故倉l1生館鞠智城について学べるガイダンス施設です（入館無料）。

開 館 時 間 : 9 : 3 0 ～ 1 7 : 1 5 ( 入 館 は 1 6 : 4 5 ま で ）
休館日月曜日(祝日の場合は翌日）および12月25日～1月4日まで

■駐車場：普通車70台、障害者用スペース3台。大型バス駐車可能（無料）。
■ボランティアガイドによる解説をおこなっています（2週間前までに要予約／
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■車いす、ベビーカーの貸し出しをおこなっています（数に限りがあります／無料）。
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●このパンフレットは、昭和42年度から実施した鞠智城跡の発掘調査成果を総合的にまとめた『鞠智城
跡Ⅱ』の内容を、わかりやすく紹介するために作成したものです。
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 この電子書籍は、鞠智城 を底本として作成しました。閲覧を目的としていま

すので、精確な図版は発掘調査報告等、他の書籍から引用してください。 

 鞠智城跡の発掘調査報告は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県

の教育委員会と図書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。

所蔵状況や利用方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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